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ー家族大すきシリーズー③ 

、 

毎
号

と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
 き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

、 

平成6年度市制施行40周年 

4月30日現在（ ）内は前回比、男23,620 (+146）女26,191 (+42）計49,811 (+188）世帯16,895 (+148) 

|人口と世帯|

4月30日現在 (

， . 

一家族大すきシリーズー ③

戸時
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い

き
っ
と
お
役
に
屯
ち
ま
す
。
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第
五回
北
限

の
梅
 

り
 

誠
 

4
1
 

」
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濡
 

が
行
わ
れ
る
と
共
に
、
平
等
院
鳳
鳳
堂
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
造
ら
れ
た
 

「
曲水
の
館
」
が開
放
さ
れ
、
連
日
大
勢
の
市
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
 

「
北
限の
梅
林
、
今
、
古
ら
盛
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
県
内
の
花
ま

つ
り
の
ト
ッ
プ
を
飾
る
北
限
の
梅
ま
つ
り
が
、
四
月
ニ
十
日
よ
り
五

月
五
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

期
間
中
は
好
天
に
恵
ま
れ
こ
ニ
ス
津
軽
平
野
さ
わ
や
か
コ、
どプ
ス
ト
、
 

県
下
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ・
ゲー
ム
公
認
記
録
大
会
な
ど
、各
種
イ
ベ
ン
ト
 

紅
梅
・
白
梅
が
ニ
千
本
轟
 

「曲水の館」からの眺めは抜群です。 

境谷博美さん 葛西里美さん 工藤咲子さん 

曲
水
の
館
を
会
場
に
行
わ
れ
た
 

「III
K津
軽
平
野
」
さ
わ
や
か
コ

ン
テ
ス
ト
に
は
、
西
北
各
地
か
ら

ニ
十
一
名
の
応
募
者
が
あ
り
、次

の
方
々
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

F
ミ
ス
津
軽
平
野
ク
イ
ー
ン
」
 

●

葛
西
里
美
さ
ん

（二
十
歳
）
 

（
市
内
七
ッ館
）
 

（
大学
生
）
 

「
ミ
ス
津
軽
平
野
」
 

●

工
藤
咲
子
さ
ん

（
十
九歳
）
 

（弘
前
市
＋
腰
内
）
 

（
百貨
店
勤
務
）
 

r
ミ
ス
津
軽
平
野
」
 

●

境
谷
博
美
さ
ん

（二
十
歳
）
 

（市
内
一
野
坪
）
 

（
銀
行
勤
務）
 

ミ
ス
津
軽
平
野
の
み
な
さ
ん
に

は
、
こ
れ
か
ら
繰
り
広
げ
ら
れ
る
、
 

市
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
“
花
）
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
 

「北
限
の
梅
林
、
今
、
真
つ
盛
り
」
を
テ
ー
マ
に
、

県
内
の
花
ま

つ
り
の
ト
ッ
プ
を
飾
る
北
限
の
梅
ま
つ
り
が
、
四
月
二
十
日
よ
り
五

月
五
固
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

期
間
中
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
ミ
ス
津
軽
平
野
さ
わ
や
か
コ
ン
テ
ス
ト
、

県
下
チ
ャ
レ
ン
ジ
・ザ・
ゲ
ー
ム
公
認
記
録
大
会
な
ど
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
る
と
共
に
、
平
等
院
鳳
恩
堂
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
造
ら
れ
た

「曲
水
の
館
」が
開
放
さ
れ
、
連
日
大
勢
の
市
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

「曲水の館」からの眺めは抜群です。

工藤咲子さん

曲
水
の
館
を
会
場
に
行
わ
れ
た

「ミ
ス
津
軽
平
野
」
さ
わ
や
か
コ

ン
テ
ス
ト
に
は
、
西
北
各
地
か
ら

二
十
一
名
の
応
募
者
が
あ
り
、

次

の
方
々
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

「
ミ
ス
津
軽
平
野
ク
イ
ー
ン」

-
葛
西
里
美
さ
ん

(二
十
歳
)

(市
内
七
ッ
館
)

(
大
学
生
)

葛西里美さん

「
ミ
ス
津
軽
平
野
」

-
工
藤
咲
子
さ
ん

(十
九
歳
)

(弘
前
市
十
腰
内
)

(百
貨
庖
勤
務
)

「
ミ
ス
津
軽
平
野
」

・
境
谷
博
美
さ
ん

(二
十
歳
)

(市
内

一
野
坪
)

(銀
行
勤
務
)

ミ
ス
津
軽
平
野
の
み
な
さ
ん
に

は
、
こ
れ
か
ら
繰
り
広
げ
ら
れ
る
、

市
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

μ

花
H

と

し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

境谷博美さん

2 平成6年 5月15日
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「轟り忍者」第ニさつきイ呆育園 

市まびこ太鼓」五所川原幼稚園 

朝
野
球

開
幕
ノ

・
 

六
百
人
が
健
闘
を
誓
う
 

さ
わ

や
か
、
『花
の
道
』
 

五
所
川
原
朝
野
球
協
会

（
中
井

達
郎
会
長
）
主
催
の
第
三
十
回
朝

野
球
大
会
の
開
会
式
が
四
月
二
十

四
日
の
午
前
六
時
、
市
営
球
場
で

三
十
六
チ
ー
ム
の
選
手
約
六
百
人

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

開
会
式
で
は
、
バ
ッ
カ
ス
チ

ー
 

ム
な
ど
昨
年
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

チ
ー
ム
か
ら
優
勝
旗
と
優
勝
杯
が

返
還
さ
れ
た
後
、中
井
会
長
が
「正

々
堂
々
悔
い
の
な
い
試
合
を
期
待
 
 

し
ま
す
」
 
と
あ
いさ
つ
を
述
べ
ま

し
た
。
 

来
賓
の
祝
辞
に
引
き
続
き
、
ホ

ン
ダ
セ
ン
タ
ー
ナ
リ
コ
ー
チ
ー
ム

の
一
戸
治
満
主
将
が
「
朝
野
球
を

愛
す
る
心
で
、
最
後
ま
で
戦
い
抜

く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
力
強
く
選

手
宣
誓
を
し
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
、
五
月
六
日
の
午
前

六
時
、
第
一
戦
を
皮
切
り
に
九
月

ま
で
の
五
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
同
協
会
で
は
九
月
に
創

立
三
十
周
年
記
念
式
典
を
開
催
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

h
H

一
日
の
日
曜
日
、
平
和
町

町
内
会
（
兼
平
猛
会
長
）
の
百
一
一

十
人
の
み
な
さ
ん
は
、
富
士
見
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
か
ら
菊
ケ

丘
水
郷
公
園
ま
で
、
約
百
メ
ー
ト

ル
の
歩
道
に
、
サ
ル
ビ
ア
や
イ
ン

バ
ー
チ
ェ
ン
ス
な
ど
、
約
一
千
本

の
花
を
植
え
ま
し
た
。
 

桜
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
な
ど
の
樹
々

の
み
ど
り
と
相
ま
っ
て
、
平
和
町

通
り
は
、
風
も
、
さ
わ
や
か
。
 

3 平成 6年5月15日 

朝

野

球

梅に琴の調べて き号ZP341γ

開
幕

六
百
人
が
健
闘
を
誓
う

ノ瓦
所
川
原
朝
野
球
協
会

(中
井

達
郎
会
長
)
主
催
の
第
三
卜
回
朝

野
球
大
会
の
閉
会
式
が
四
月
二
卜

四
日
の
午
前
六
時
、
市
営
球
場
で

三
十
六
チ
l
ム
の
選
手
約
六
百
人

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
バ

ッ
カ
ス
チ
ー

ム
な
ど
昨
年
の
各
ブ
ロ

ッ
ク
優
勝

チ
l
ム
か
ら
優
勝
旗
と
優
勝
杯
が

返
還
さ
れ
た
後
、
中
弁
会
長
が
「
正

々
堂
々
悔
い
の
な
い
試
合
を
期
待

t!""・I"_開時

「魔法使いサlL 第一さっき保育園

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま

し
ま
す
」

し
た
。来

賓
の
祝
静
に
引
き
続
き
、
ホ

ン
ダ
セ
ン
タ
ー
ナ
リ
コ
ー
チ
l
ム

の
一
戸
治
満
主
将
が
「
朝
野
球
を

愛
す
る
心
で
、
最
後
ま
で
戦
い
抜

く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」

力
強
く
選

手
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
五
月
六
日
の
午
前

六
時
、
第

一
戦
を
皮
切
り
に
九
月

ま
で
の
五
ヵ
月
間
に
わ
た
っ
て
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
同
協
会
で
は
九
月
に
創

立
三
卜
周
年
記
念
式
典
を
開
催
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「お祭り忍者」第二さつき保育園

さ
わ
や
か
、

「やまびこ太鼓」五所川原幼稚園

『花
の
道
』

3 

五
月
一
日
の
目
眼
目
、
平
和
町

町
内
会

(兼
平
猛
会
長
)
の
百
二

十
人
の
み
な
さ
ん
は
、
富
士
見
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
か
ら
菊
ヶ

丘
水
郷
公
固
ま
で
、
約
百
メ
ー
ト

ル
の
歩
道
に
、
サ
ル
ビ
ア
や
イ
ン

パ
i
チ
ェ
ン

ス
な
ど
、
約

一
千
本

の
花
を
植
え
ま
し
た
。

桜
、
ナ
ナ
カ

マ
ド
な
ど
の
樹
々

の
み
ど
り
と
相
ま

つ
で
、
平
和
町

通
り
は
、
風
も
、
さ
わ
や
か
。

平成6年5月15円
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平成6年 5月15日 

市
制
施
行
四
十
周
年
を
記
念
し
、
今
年
か
ら
新
し
く
設
け
ら
れ
た
 

「
五
所川
原
市
地
場
産
業
功
労
賞
」
は
、産
業
に
係
わ
る
物
の
製
造
・

加
工
等
の
技
術
の
保
存
、
伝
承
、
開
発
等
に
努
め
、
市
の
産
業
振
興

及
び
市
勢
伸
展
に
著
し
く
貢
献
の
あ
っ
た
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
 

四
月
一
一
十五
日
に
行
わ
れ
た
第
一
回
の
受
賞
者
に
は
、
次
の
三
人
の

方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
 

石
 
塚
 
音
治
郎
氏
 

（
九十

一
歳
）
 

市
内
石
岡
字
藤
巻
五
六
ー
一
 

昭
和
初
期
に
割
烹
を
開
業
以
来
町
内
会
長
を
は
じ
め
数
多
く
の
要

職
を
歴
任
し
、
地
域
経
済
や
食
品
衛
生
の
発
展
向
上
に
尽
力
さ
れ
る

と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
要
望
に
応
え
、
温
泉
旅
館
及
び
音
治
郎
温

泉
を
開
業
し
、
憩
い
と
安
ら
ぎ
の
場
を
確
保
す
る
な
ど
、
地
域
の
産

業
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

下
 
山
 
友
 
作
氏
 

（
八
十歳
）
 

市
内
田
町
一
三
七
 

早
く
か
ら
名
工
の
誉
れ
高
く
、
永
年
に
わ
た
り
五
所
川
原
建
具
組

合
長
を
勤
め
、
後
継
者
の
育
成
と
伝
統
技
術
の
保
存
・
伝
承
に
努
め

る
と
と
も
に
、
町
内
会
長
在
職
時
、
国
道
一
〇
一
号
線
の拡
幅
、
さ

ら
に
、
保
安
林
の
指
定
、
防
風
林
の
育
成
等
に
尽
力
す
る
な
ど
、
地

域
振
興
及
び
地
場
産
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

津
 
川
 
武
 
雄
氏
 

工
ハ
十七
歳
）
 

市
内
上
平
井
町
四
一
 

創
業
以
来
の
技
法
を
受
け
継
ぎ
、
現
代
の
機
械
化
時
代
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
手
造
り
の
手
法
で
津
軽
せ
ん
べ
い
独
自
の
風
味
と
香
り
を

守
り
続
け
、
消
費
者
に
喜
ば
れ
る
な
ど
、
地
域
経
済
と
産
業
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

r
 

地域の産業振興に貢献

市
制
施
行
四
十
周
年
を
記
念
し
、
今
年
か
ら
新
し
く
設
け
ら
れ
た

「五
所
川
原
市
地
場
産
業
功
労
賞」
は
、
産
業
に
係
わ
る
物
の
製
造
・

加
工
等
の
技
術
の
保
存
、
伝
承
、
開
発
等
に
努
め
、
市
の
産
業
振
興

及
び
市
勢
伸
展
に
著
し
<
貢
献
の
あ
っ
た
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、

四
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
た
第

一
回
の
受
賞
者
に
は
、
次
の
三
人
の

方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

石

塚

音
治
郎
氏

(九
十

一
歳
)

市
内
石
岡
字
藤
巻
五
六
|

昭
和
初
期
に
割
烹
を
開
業
以
来
町
内
会
長
を
は
じ
め
数
多
く
の
要

職
を
歴
任
し
、

地
域
経
済
や
食
品
衛
生
の
発
展
向
上
に
尽
力
さ
れ
る

と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
要
望
に
応
え
、
温
泉
旅
館
及
び
音
治
郎
温

泉
を
開
業
し
、
思
い
と
安
ら
ぎ
の
場
を
確
保
す
る
な
ど
、
地
域
の
産

業
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。下

山

友

手作
哲氏

市
内
田
町
一
三
七

早
く
か
ら
名
工
の
誉
れ
高
く
、
永
年
に
わ
た
り
五
所
川
原
建
具
組

合
長
を
勤
め
、
後
継
者
の
育
成
と
伝
統
技
術
の
保
存

・
伝
承
に
努
め

る
と
と
も
に
、
町
内
会
長
在
職
時
、
国
道

一
O
一
号
線
の
拡
幅
、
さ

ら
に
、
保
安
林
の
指
定
、
防
風
林
の
育
成
等
に
尽
力
す
る
な
ど
、
地

域
振
興
及
び
地
場
産
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

津
.••••••• 

------
E
-
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F
 

武

雄

氏

(六
十
七
歳
)

市
内
上
平
井
町
四
一

創
業
以
来
の
技
法
を
受
け
継
ぎ
、
現
代
の
機
械
化
時
代
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
手
造
り
の
手
法
で
津
軽
せ
ん
べ
い
独
自
の
風
味
と
香
り
を

守
り
続
け
、
消
費
者
に
喜
ば
れ
る
な
ど
、
地
域
経
済
と
産
業
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

4 平成6;j三5月15日



’市町村対抗書輩県民体育
五所」I隙市実行委員会設立 

員会設立会場 

園
 

四
月
九
・
十
日
にイ
タ
リ
ア
・

シ
エ
ナ
市
で
開
催
さ
れ
た
、
第
十

一
回
イ
タ
リ
ア
ジ
ュ
ニ
ァ
柔
道
国

際
大
会
で
、
＋
五
歳
以
下
六
十
五

キ
ロ
級
（
十カ
国
十
選
手
が
参
加
）
 

で
四
試
合
す
べ
て
一
本
勝
で
優
勝

し
た
太
田
康
博
君
（
五
一
中
三
年
）
 

が
四
月
一
干
一
日
、
佐
々
木
市
長

に
優
勝
の
報
告
を
し
ま
し
た
。
 

太田君（左）、市長と握手 

本
県
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

で
あ
る
第
四
十
九
回
市
町
村
対
抗

青
森
県
民
体
育
大
会
が
今
年
の
八

月
、
当
市
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
準
備
運
営
を
進
め

る
五
所
川
原
市
実
行
委
員
会
が
四

月
二
十
一
日
、
名
誉
会
長
の
佐
々

木
市
長
を
は
じ
め
、役
員
、委
員
等
、
 

百
余
名
が
出
席
し
て
設
立
さ
れ
、
 

会
長
の
成
田
弘
三
五
所
川
原
市
体

育
協
会
長
が
 
「大
会
成
功
の
た
め

に
五
所
川
原
魂
を
発
揮
し
、
力
を

合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
 
と

あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

県
民
体
育
大
会
は
八
月
二
十
七

日
、
二
十
八
日

（
軟式
野
球
市
の

部
は
七
月
三
十
日
、
三
十
一
日
）
 

と
行
わ
れ
、
県
内
六
十
七
市
町
村

か
ら
約
八
千
人
以
上
の
県
民
が
参

加
し
、
十
六
種
目
の
競
技
で
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
も
の
で
す
。
 

役
員
は
次
の
方
々
と
な
り
ま
し

た
。
 

●

名
誉
会
長
廿
佐
々
木
策
」番
長
。
 

●

名
誉
副
会
長
廿
丸
海
老
良
子
市

教
育
委
員
会
委
員
長
、
釜
落
裕

市
教
育
委
員
会
教
育
長
。
 

●

会
長
廿
成
田
弘
三
市
体
育
協
会

長
。
 

●

副
会
長
廿
菊
池
健
治
県
体
育
協

会
県
民
ス
ポ
ー
ッ
委
員
会
委
員

長
、
斎
藤
貢
市
体
育
協
会
副
会

長
、
佐
々
木
啓
二
市
体
育
協
会

副
会
長
、
神
幸
一
市
体
育
協
会

副
会
長
、
鎌
田
嘉
兵
衛
市
ス
ポ
 

ー
ッ
振
興
審
議
会
長
、
小
野
幸

郎
市
教
育
委
員
会
教
育
次
長
。
 

●

監
事
廿
種
市
哲
県
体
育
協
会
事

務
局
長
、
斎
藤
徳
久
市
体
育
協

会
監
事
、
下
山
匡
市
体
育
協
会

監
事
、
佐
藤
俊
造
市
体
育
協
会

監
事
。
 

安
全
で
た
の
し
い
ま
ち
に
 

春
の
防
犯
運
動
始
ま
る
 

春
の
防
犯
運
動
が
始
ま
っ
た
四

隈
 
月
二
十
一
日
、
五
所
川
原
地
区
防

精
 
犯
協
会
（川
浪
豊
登
会
長
）と
五
所

瞬
 
川
原
警
察
署
（
白
取
栢
署
長
）
は
、
 

陽
 
五
所
川
原
地
区
防
犯
指
導
隊
（
福

崎
 
士
孝
一
隊
長
）
と
同
防
犯
婦
人
部
 

館
 
（
宮
崎
州
子
部長
引
認

を
行
 

『
蕊
鷲
鳶
鷺
 

決
 
婦
人
部
員
六
十
人
、
少
年
補
導
協

力
員
ら
約
百
三
十
人
が
出
席
。
服
 

太
田
君
、
柔
道
の
優
勝
報
告
 

イ
タ
リ

ア
ジ
ュ
ニ
ア
国
際
柔
道
大
会
 

装
点
検
を
し
た
後
、
川
浪
会
長
と

白
取
署
長
が
「
自
分
た
ち
の
生
活

は
自
分
た
ち
の
手
で
守
る
と
い
う

防
犯
意
識
高
揚
の
運
動
を
展
開
し

て
く
だ
さ
い
」
 
と
激励
の
こ
と
ば

を
述
べ
、
宮
崎
婦
人
部
長
が
 
「防

犯
と
事
故
の
な
い
、
明
る
く
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
各
種
防

犯
運
動
を
強
力
に
実
践
し
ま
す
」
 

と
力
強
く
決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。
 

佐
々
木
市
長
の
祝
辞
に
引
き
続

き
、
出
席
者
全
員
で
車
両
パ
レ

ー
 

ド
や
チ
ラ
シ
の
配
布
、自
転
車
の
か

ぎ
か
け
点
検
な
ど
を
行
い
市
民
に

防
犯
意
識
の
高
揚
を
訴
え
ま
し
た
。
 

太
田
君
は
身
長
一
六
六
些
、
体

重
六
ニ
キロ
。四
歳
の
時
か
ら
柔
道

を
始
め
、
数
々
の
大
会
を
制
し
、
 

全
国
大
会
で
優
秀
十
六
選
手
に
選

ば
れ
、東
北
ブ
ロ
ッ
ク
強
化
合
宿
、
 

国
際
試
合
柔
道
強
化
選
手

（
ジ
ュ

ニ
ァ
）
合
宿
に
参
加
し
、
本
大
会

に
の
ぞ
み
ま
し
た
。
 

佐
々
木
市
長
は
、「快
挙
は
郷
土

の
誉
れ
で
あ
り
、
今
後
も
よ
り
一

層
鍛
錬
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
尽
く
し
て
ほ
し
い
」
 
と称
え
ま

し
た
。
 

今年は 

五所川原市が 

主会場に 
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今年は

五所川原市カ昔、

主会場に

本
県
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

で
あ
る
第
四
十
九
回
市
町
村
対
抗

青
森
県
民
体
育
大
会
が
今
年
の
八

月
、
当
市
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
準
備
運
営
を
進
め

る
五
所
川
原
市
実
行
委
員
会
が
四

月
二
十

一
日
、
名
誉
会
長
の
佐
々

木
市
長
を
は
じ
め
、
役
員
、
委
員
等
、

百
余
名
が
出
席
し
て
設
立
さ
れ
、

会
長
の
成
田
弘
三
五
所
川
原
市
体

育
協
会
長
が
「
大
会
成
功
の
た
め

に
五
所
川
原
魂
を
発
揮
し
、
力
を

合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

県
民
体
育
大
会
は
八
月
二
十
七

日、

二
十
八
日

(軟
式
野
球
市
の

部
は
七
月
三
十
日
、

三
十

一
日
)

と
行
わ
れ
、
県
内
六
十
七
市
町
村

か
ら
約
八
千
人
以
上
の
県
民
が
参

加
し
、
十
六
種
目
の
競
技
で
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
も
の
で
す
。

1149園
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役
員
は
次
の
方
々
と
な
り
ま
し

た。-
名
誉
会
長

l
佐
々
木
柴
造
市
長

0

・
名
誉
副
会
長

1
丸
海
老
良
子
市

教
育
委
員
会
委
員
長
、
釜
萄
裕

市
教
育
委
員
会
教
育
長
。

-
会
長
H

成
田
弘
三
市
体
育
協
会

長
0

・
副
会
長
U

菊
池
健
治
県
体
育
協

会
県
民
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会
委
員

長
、
斎
藤
貢
市
体
育
協
会
副
会

長
、
佐
々
木
啓
二
市
体
育
協
会

副
会
長
、
神
幸
一
市
体
育
協
会

副
会
長
、
鎌
田
嘉
兵
衛
市
ス
ポ

ー
ツ
振
興
審
議
会
長
、
小
野
幸

郎
市
教
育
委
員
会
教
育
次
長

0

・
監
事
l
種
市
哲
県
体
育
協
会
事

務
局
長
、
斎
藤
徳
久
市
体
育
協

会
監
事
、
下
山
匡
市
体
育
協
会

監
事
、
佐
藤
俊
造
市
体
育
協
会

監
事
。

安
全
で
た
の
し
い
ま
ち
に

実行委員会設立会場

春
の
防
犯
運
動
始
ま
る

決意表明の宮崎防犯婦人部長

春
の
防
犯
運
動
が
始
ま
っ
た
四

月
二
十
一
日
、
五
所
川
原
地
区
防

犯
協
会
(川
浪
豊
登
会
長
)
と
五
所

川
原
警
察
署
(
白
取
栢
署
長
)
は
、

五
所
川
原
地
区
防
犯
指
導
隊
(
福

士
孝
一
隊
長
)
と
同
防
犯
婦
人
部

(宮
崎
妙
子
部
長
)
の
視
聞
を
行

い
、
防
犯
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

視
閲
式
に
は
、
隊
員
四
十
人
、

婦
人
部
員
六
十
人
、
少
年
補
導
協

力
員
ら
約
百
三
十
人
が
出
席
。
服

太
田
君
、
柔
道
の
優
勝
報
告

イ
タ
リ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
国
際
柔
道
大
会

太田君(左)、 市長と握手

四
月
九

・
十
日
に
イ
タ
リ
ア

・

シ
エ
ナ
市
で
開
催
さ
れ
た
、
第
十

一
回
イ
タ
リ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
国

際
大
会
で
、
十
五
歳
以
下
六
十
五

キロ級

(十
カ
国
十
選
手
が
参
加
)

で
四
試
合
す
べ
て

一
本
勝
で
優
勝

し
た
太
田
康
博
君

(五

一
中
三
年
)

が
四
月
二
十

一
日
、
佐
々
木
市
長

に
優
勝
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

装
点
検
を
し
た
後
、
川
浪
会
長
と

白
取
署
長
が
「
自
分
た
ち
の
生
活

は
自
分
た
ち
の
手
で
守
る
と
い
う

防
犯
意
識
高
揚
の
運
動
を
展
開
し

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の
こ
と
ば

を
述
べ
、
宮
崎
婦
人
部
長
が
「
防

犯
と
事
故
の
な
い
、
明
る
く
住
み

よ
い
ま
ち

d

つ
く
り
の
た
め
各
種
防

犯
運
動
を
強
力
に
実
践
し
ま
す
」

と
力
強
く
決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。

佐
々
木
市
長
の
祝
辞
に
引
き
続

き
、
出
席
者
全
員
で
車
両
パ
レ
ー

ド
や
チ
ラ
シ
の
配
布、
自
転
車
の
か

ぎ
か
け
点
検
な
ど
を
行
い
市
民
に

防
犯
意
識
の
高
揚
を
訴
え
ま
し
た
。

太
田
君
は
身
長
二
ハ
六
可
、
体

重
六
二
J
。
四
歳
の
時
か
ら
柔
道

を
始
め
、
数
々
の
大
会
を
制
し、

全
国
大
会
で
優
秀
十
六
選
手
に
選

ば
れ
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
強
化
合
宿
、

国
際
試
合
柔
道
強
化
選
手
(
ジ
ュ

ニ
ア
)
合
宿
に
参
加
し
、
本
大
会

に
の
ぞ
み
ま
し
た
。

佐
々
木
市
長
は
、
「
快
挙
は
郷
土

の
誉
れ
で
あ
り
、
今
後
も
よ
り

一

層
鍛
錬
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
尽
く
し
て
ほ
し
い
」
と
称
え
ま

し
た
。
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（五所川原市出身） あきら

和 田 現さん 

若山牧水の書簡を
市に寄贈 

フ
ロ
ン
ズ
像
制
作
資
金
に
 
と
 

五
百
万
円
 

株
青
森
銀

行
 

囲
青
森
銀
行
（
若
山
修
取
締
役
 

頭
取
）
は
四
月
二
十
一
日
、
市
内

幾
世
森
に
建
設
中
の
ふ
る
さ
と
交

流
圏
民
セ
ン
タ
ー
の
外
構
整
備
計

画
に
ふ
さ
わ
し
い
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

作
り
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
 

制
作
資
金
五
百
万
円
を
寄
付
し
ま

し
た
。
 

佐
々
木
市
長
は
「
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼

の
こ
と
ば
を
述
べ
、
散
策
の
道
に

ふ
さ
わ
し
い
ブ
ロ
ン
ズ
像
を
設
置

し
た
い
、
と
話
し
ま
し
た
。
 

佐々木市長に目録を手渡す若山頭取 

曾
意
の
花
か
ご
）
 

＠
市
教
育
振
興
会
（
 

〇
五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
渋谷
久
和
会
長
）
H
五
十
万
円
。
 

⑨
く
る
み
園
（
 

〇
N
T
T
弘
前
演
劇
サ
ー
ク
ル
「
ば
っ
け
の
会
」
 
（川
崎
肇
代
表
他
十
六
 

名
H
演
劇
と
お
菓
子
。
 

〇
五
所
川
原
甚
句
保
存
会

（
千葉
勝
唐
代
表
）H
民
謡
・
歌
謡
・
お
菓子
。
 

⑥
社
会
福
祉
へ
 

〇
木
村
徹
氏

（
鎌谷
町
一
五
〇
）
H
二
万
円
。
 

〇
斎
藤
ュ
キ
氏

（
戸沢

・
前
田
四
一
）
H
紙
お
む
「
六
十
二
枚
。
 

〇
囲
中
三
五
所
川
原
店

（
中
村英
則
店
長
）
H
傘
他
十
六
点
。
 ,

 
五
所
川
原
短
歌
会
 

短 

歌 

融
資
夜
間
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
 

五
所
川
原
商
工

会
議
所

で
は
、

毎
週
木

曜
日

『
後

四
時
四

十
五

分
か
ら

八
時
迄
、

融
資

に
関
す
る
相
談

所
を

設
け

る

こ
と
に

な
り

ま
し

た
。
 

お
気

軽

に
ど

う
ぞ
。
 

公
三
五

ー
 

一
一
二
一
 

F
‘ー
‘
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父
山
蘭
を
語
る
、
 

和
田
現
さ
ん
 

し
ま
し
た
。
 

贈
呈
式
で
佐
々
木
市
長
は
「
交

遊
記
録
は
貴
重
な
市
の
財
産
と
し

て
、大
事
に
保
管
し
て
い
き
た
い
。」
 

と
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
感
謝

状
と
、
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
 
 

梅
の
花
桜
の
花
も
咲
き
初
め
て
夢
 

見
る
如
く
街
が
明
け
ゆ
く
 

小
笠
原
俊
亮
 

添
（
て
来
し
六
十
二
年
の
思
ひ
出

を
夜
酒
汲
み
「
つ
妻
と
語
り
ぬ
 

大
久
保
勘
一11
 

雪
の
み
ち
を
毎
戸
巡
り
て
十
余
年

日
赤
奉
仕
の
つ
と
め
終
え
た
り
 

北
川
要
二
郎
 

桜
草
咲
く
春
な
れ
や
は
る
か
な
る
 

牡
丹
江
思
ひ
一
鉢
を
買
ふ
 

山
下
 
和
美
 

牧
水
の
ゆ
か
り
の
地
な
る
ふ
る
さ

と
に
宮
崎
の
記
者
を
吾
は
出
迎
う
 

関
 
喜
代
栄
 

◇
訂
正
と
お
わ
び
 
五
月
一
日
号
 

「緑
と
私
」
の
住
所
は
、
寺
町
を

錦
町
に
。
十
ー
ペ
ー
ジ
の
交
通
マ

ナ
l
ア
ッ
プ
青
森
九
四
運
動
の
期

間
は
七
月
三
十
日
を
六
R
三
十
日

と
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。
 

青
森
市
浪
打
に
お
住
ま
い
の
書

家
、
和
鼻

「
）」」
ん
（
山
蘭
の二
男
 

・

7
8）
は
、
四
月
二
士
一
日
、
歌

人
の
若
山
牧
水
が
、
父
和
田
山
蘭
 

（
歌人
‘
五
所
川
原
市
松
島
出
身
）
 

に
宛
て
た
書
簡
、封
書
二
十
八
通
、
 ・

ハ
ガ
キ
五
十
三
通
を
、
市

（
寄
贈
 

「‘

ー
ー
，
 

あきら

現さん

(五所川原市出身〉

和 田

青
森
市
浪
打
に
お
住
ま
い
の
書

家
、
和
田
現
さ
ん
(
山
闘
の
二
男

・
花
)
は
、
四
月
二
十
二

日
、
歌

人
の
若
山
牧
水
が
、
父
和
田
山
闘

(
歌
人

・
五
所
川
原
市
松
島
出
身
)

に
宛
て
た
れ
い
筒
、
封
書
二
十
八
通
、

ハ
ガ
キ
五
十
三
通
を
、
市
へ
宮
川
贈

父
山
蘭
を
語
る
、

和
田
現
さ
ん

し
ま
し
た
。

贈
呈
式
で
佐
々
木
市
長
は
「
交

遊
記
録
は
貴
重
な
市
の
財
産
と
し

て
、
大
事
に
保
管
し
て
い
き
た
い
。
」

と
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
感
謝

状
と
、
記
念
品
を
附
り
ま
し
た
。

融
資
夜
間
相
談
所
を
開
設
し
十
引
J

五
所
川
原
商
工
会
議
所
で
は
、
毎
週
木
曜
日
午
後

四
時
四
十
五
分
か
ら
八
時
迄
、
融
資
に
関
す
る
相
談

所
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

宮
三
五
l

二
一
二
一

ブ
ロ
ン
ズ
像
制
作
資
金
に
!
と

五
百
万
円

森

銀

行

善
意
の
花
か
ご

(械

車
問

佐々木市長に目録を手渡す若山頭取

側
青
森
銀
行
(
若
山
修
取
締
役

頭
取
)
は
四
月
二
十

一
日
、
市
内

幾
世
森
に
建
設
中
の
ふ
る
さ
と
交

流
圏
民
セ
ン
タ
ー
の
外
構
整
備
計

画
に
ふ
さ
わ
し
い
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

作
り
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、

制
作
資
金
五
百
万
円
を
寄
付
し
ま

し
た
。佐

々
木
市
長
は
「
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼

の
こ
と
ば
を
述
べ

、
散
策
の
道
に

ふ
さ
わ
し
い
ブ
ロ
ン
ズ
像
を
設
置

し
た
い
、
と
訴
し
ま
し
た
。

。
市
教
育
振
興
会
へ

O
五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

(
渋
谷
久
和
会
長
)
日
五
十
万
円
。

@
く
る
み
園
へ

O
N
T
T
弘
前
演
劇
サ
ー
ク
ル
「
ば
っ
け
の
会
」

(川
崎
監
代
表
他
十
六

名

U
演
劇
と
お
菓
子
。

O
五
所
川
原
甚
句
保
存
会

(
千
葉
勝
民
代
表
)
日
民
謡
・歌
謡
・
お
菓
子
。

@
社
会
福
祉
へ

O
木
村
徹
氏
(
鎌
特
町

一
五

O
)
リ
二
万
円
。

O
斎
藤
ユ
キ
氏

(
戸
沢
・
前
田
阿
ご
日
紙
お
む
つ
六
十
二
枚
。

0
附
中
三
五
所
川
原
庖

(
中
村
英
則
庖
長
)
日
傘
他
十
六
点
。

圃
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五
所
川
原
短
歌
会

栴
の
花
桜
の
花
も
咲
き
初
め
て
夢

見
る
如
く
街
が
別
け
ゆ
く

小
笠
原
俊
亮

添
へ
て
来
し
六
十
二
年
の
忠
ひ
山

を
夜
柄
汲
み
つ
つ
妻
と
諮
り
ぬ

大
久
保
勘
三

雷
の
み
ち
を
毎
戸
巡
り
て
十
余
年

日
赤
奉
仕
の
っ
と
め
終
え
た
り

北
川
要
二
郎

桜
草
咲
く
春
な
れ
や
は
る
か
な
る

牡
丹
江
思
ひ

一
鉢
を
貝
ふ

山
下

和
美

牧
ぷ
の
ゆ
か
り
の
地
な
る
ふ
る
さ

と
に
宮
崎
の
記
者
を
吾
は
出
迎
う

関

喜

代

栄

。
訂
正
と
お
わ
び

五
月
一
日
号

「
緑
と
私
」
の
住
所
は
、
寺
町
を

錦
町
に
。
十

一ペ

ー
ジ
の
交
通
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
青
森
九
四
運
動
の
期

間
は
七
月
三
十
日
を
六
月
三
十
日

と
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。



書
博
⑩
え

コ
ー
マ
 .

 

こ
の
木
立
性
の
ベ
ゴ
ニ
ア
は
、
年
中
薄
桃
色
の
花
を
つ
け
て
き
れ

い
で
す
ね
。
 

一
昨
年
友
人
か
ら
項
い
た
時
は
二
十
セ
ン
チ
程
で
し
た
が
、
今
は

も
う
ニ
メ
ー
ト
ル
近
く
で
し
ょ
う
ね
。
冬
の
管
理
は
、
他
の
君
子
蘭

や
、
サ
ボ
テ
ン
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
温
度
は
、
ス
ト
ー
ブ
を
炊

い
て
、
五
度
c
は
保
つ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
置
場
所
は
窓
辺
な
ど

明
る
い
と
こ
ろ
が
い
い
よ
う
で
す
ね
。
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開米 誠さん 

（鶴ケ岡・鎌田） 

木立性ベゴニア 

ま
し
た
。
 

子
供
達
の
、
よ
ろ
こ
び
の
声
を
 

紹
介
し
ま
す
。
 

●

お
手
伝
い
が
で
き
て
、
楽
し
か

っ
た
。
 （
はな
え
ち
ゃ
ん
）
 

●

失
敗
も
あ
っ
た
け
ど
、
料
理
を

作
っ
た
り
、
お
皿
を
洗
っ
た
り
、
 

三
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
 

（怜
ち
ゃ
ん
）
 

●

友
達
が
沢
山
で
き
て
う
れ
し
い
。
 

ま
た
来
た
い
。
（
し
ゆう
ち
ゃ
ん
）
 

●

楽
し
か
っ
た
。
今
度
は
お
菓
子

も
作
り
た
い
。
 （
奈央
ち
ゃ
ん
）
 

●

お
も
ち
、
パ
パ
に
も
、
も
ら
っ

た
の
。
 （
かよ
ち
ゃ
ん
）
 

、
  

「お
母
さ
ん
と
一
緒
で
楽
し
か
っ
た
」
一
 

囲

辱
撒認
目

翻
冒

麟
 

子
ど
も
達
は
大
よ
ろ
こ
び
逮
 

子
ど
も
の
日
は
、

手
づ
く
り
の
 
で

の
お
子
さ
ん
達
、

二
十
数
名
が

味
で
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
い
食
卓
 
参

加
、

チ
キ
ン
ピ
ラ
フ
、

フ
ラ
イ
 

を
ー
と
、
四
月
二
十
四
日
、
三
森
 

ド
チ
キ
ン
、
コ
ー
ン
ス
ー
プ
、
桜
 

敬
子
さ
ん

（
市
食生
活
改
善
推
進
 
も
ち
、

ち
ま
き
な
ど
、
い
っ
ぱ
い

員
会
会
長
）
を
講
師
に
働
く
婦
人
 

の
メ
ニ
ュ
ー
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
 

の
家
が
開
催
し
た
 
「親
子
料
理
教
 

三
時
間
の
中
で
、
お
母
さ
ん
と
 

室
」
 
には

、
三
十
代
、
四
十
代
の
 

一
緒
に
作
る
料
理
の
数
々
に
子
ど
 

お
母
さ
ん
と
三
歳
か
ら
十
七
歳
ま
 
も

達
は
、
生
き
生
き
と
働
い
て
い
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子
ど
も
の
日
は
、
手
づ
く
り
の

味
で
家
族
そ
ろ

っ
て
楽
し
い
食
卓

を
l
と
、
四
月
二
卜
同
日
、

三
森

敬
子
さ
ん

(市
食
生
活
改
善
推
進

員
会
会
長
)
を
講
師
に
働
く
婦
人

の
家
が
開
催
し
た
「
親
子
料
理
教

室
」
に
は
、
三
十
代
、
四
十
代
の

お
母
さ
ん
と
三
歳
か
ら
卜
七
歳
ま

で
の
お
子
さ
ん
達
、
二
十
数
名
が

参
加
、
チ
キ
ン
ピ
ラ
フ
、
ブ
ラ
イ

ド
チ
キ
ン
、
コ

l
ン
ス

l
プ
、
結

も
ち
、
ち
ま
き
な
ど
、
い
っ
ぱ
い

の
メ
ニ
ュ
ー
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

三
時
間
の
中
で
、
お
母
さ
ん
と

一
緒
に
作
る
料
理
の
数
々
に
子
ど

も
達
は
、
生
き
生
き
と
働
い
て
い

ま
し
た
。

子
供
達
の
、
よ
ろ
こ
び
の
声
を

紹
介
し
ま
す
。

-
お
手
伝
い
が
で
き
て
、
楽
し
か

っ
た
。
(
は
な
え
ち
ゃ
ん
)

-
失
敗
も
あ

っ
た
け
ど
、
料
理
を

作
っ
た
り
、
お
皿
を
洗

っ
た
り、

三
時
間
が
あ

っ
と
い
う
聞
で
し
た
。

(怜
ち
ゃ
ん
)

-
友
達
が
沢
山
で
き
て
う
れ
し
い
。

ま
た
来
た
い
。
(
し
ゅ
う
ち
ゃ
ん
)

・
楽
し
か
っ
た
。
今
度
は
お
菓
子

も
作
り
た
い
。

(奈
央
ち
ゃ
ん
)

・
お
も
ち
、
パ
パ
に
も
、
も
ら
っ

た
の
。

(か
よ
ち
ゃ
ん
)

⑫ 

「ベ
ゴ
ニ
ア
」

開米 誠さん
(鶴ケ岡・鎌田)

こ
の
木
立
性
の
ベ
ゴ

ニ
ア
は
、
年
中
薄
桃
色
の
花
を
つ
け
で
き
れ

い
で
す
ね
。

一
昨
年
友
人
か
ら
項
い
た
時
は
二
十
セ

ン
チ
程
で
し
た
が
、

A
7
は

も
う
二
メ
ー
ト
ル
近
く
で
し
ょ
う
ね
。
冬
の
管
理
は
、

他
の
君
子
蘭

ゃ
、
サ
ボ
テ
ン
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
温
度
は
、
ス
ト
ー
ブ
を
炊

い
て
、
五
度
C
は
保
つ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
置
場
所
は
窓
辺
な
ど

明
る
い
と
こ
ろ
が
い
い
よ
う
で
す
ね
。

日
i
L

木立性ベゴ二ア
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固定資産税の基準地等を 

公開します二 
平成 6年度固定資産税の基準地及び 

標準地を公開しておりますので希望者 

は閲覧してください。 

場所 市役所3階 税務課 

時間 午前9時から午後 4時まで 

「 身体障害者の 

L 巡回診査を行います 
対 象 者 

①身体障害者手帳の交イ寸を受けるため、診査を 

！必要とーする方 

②障害の程度に変化があり、等級の変更を必、要 

とする方 

③補装具の交イ寸、修理を必、要とする方 

④そのI也、身体障害者で生活・医療・施設入所 

等の相談を希望する方 

診査科目及び日程・場所 

〇視覚障害 6月 3 日（金） イ動く婦人の家 

〇内部障害 6月14日（火） 働く婦人の家 

〇聴覚障害 6月29日（水） 中央公民館 

〇肢体不自由 7月27日（水） 中央二公民食官 

受付時間 各科とも午前8時30分～午前11時まで 

注意すること 

0脳卒中等による障害の方は、発病後 3 カ月以 

上経過して 1i、ること 

〇内部障害は、心臓・呼吸器障害のみ 

〇視覚障害は、視野障害を除く 

〇聴覚障害は、平衡機能障害を含む 

受診者の持参資料 

〇健康保険証 

0身体障害者手帳（所持者のみ） 

〇心臓・呼吸器機能障害者は、胸部レントゲン写真 

※問い合わせ先 市福祉事務所福祉課福祉係 

雪 35 -2111 内線371 

ナイターソフトテニス（軟式）参加者募集 

対象 経験者の男女（年齢は問わず中高校生でも可） 

期間 5月下旬から10月下旬までの毎週、火・ 

金曜日 （45回） 

時間 午後 7日寺から午後 9日寺 

場所 飯詰屋外テニスコート（飯詰郵便局の裏） 

費用等 詳細については問い合わせください。 

申し込み及び問い合わせ先 

ナイターテニス事務局 胃37 - 3231 

締め切り日 随時受イ寸します 

＊上記のグループ以外でも月・水・木曜日は使用可能 

です。その場合は1週間前までに予約してください〔 

平成 6年5月15日 8 

うまい水いつでもどこでも蛇IIから 

ミ第36回水 道 週 間 
舞畿 	6月1日～6月7日 
水道事業所ではこの期間中次の行事を行いま

すので多数のご参加をお待ちしては3ります。 

月 	日 行 事 名 内 	容 開催場所 

ロ
H
 
日
  

6
 
6
 

月
 
月
 

く
ノ
 

1
 
7
  

広報車の巡回 水道週間のPR 市内一円 

6月1日 車両パレード 水道週間のPR 市内一円 

［
口
 日
  

6
 
6
 

月
 
月
 

く
ノ
 

1
 
7
  

懸 垂 幕 

水道週間 
（うまい水 

いっでも 
どこでも 
蛇ロから） 

水道事業所 
庁 	舎 

6月1日 

七
 
水
キ

和
 
道
ャ

長
 
入
ペ
 

監
f
P
c
i
 

 
加
ン
 

標準家庭の水道料
金表・給水引込工
事費概算・指定工
事業者の名簿の配
布 

七和・長橋 

6月 3 日 

工事安全 
ノぐトローノレ 

水道工事の 
安全確保 

無届工事の防止 
市内一円 

2級配管技工
実技講習会 

水道事業所
庁 舎 前 

日水協県支部受験
対応の講習 

・

l
 
[
'
 
 

6
 
6
 

月
 
月
 
く
？
 
日
 
日
 

庁舎及び 

0水道事業所中央 
管理センター 

水のギャラリー 
（ゆらぎのオアシス） 
〇飯詰浄水場 

水道事業所 

中央管理 
センター 

飯詰浄水場 

施設の開放 

5月30日 
5 

6月10日 

簡易水道水質 
検査 

七和・長橋地区に
ある簡易水道水質
検査の実施 

七和・長橋 

ン問い合わせ （水道事業所）胃34 一 9111 

電力ケーブル埋設工事に
ご協力ください 

東北電力五所川原営業所では、ふるさと交流

圏民センターへの電気を供給するため、五所川

原駅前の交差点（旧ロータリー）の電力ケーブ

ルを地下に埋設する工事を実施します。 

工事期間は片側交互交通となり、交通渋滞な

どが予想されますので、ご協力をお願いします。 

1．期間 平成 6年 5月23日（月）~6月10日（金） 

なお、日曜日の夜間および月曜日の早 

朝は工事を休止します。 

2時間帯 21時～翌日6時 

3．交通規制 片側交互交通 

4．場所 JR駅前の交差点（旧ロータリー） 

うまい水いつでもどこでも蛇口から

第36回 水道週間
| 6 月 1 日 ~6月7 日 |

水道事業所ではこの期間中次の行事を行いま

すので多数のご参加をお待ちしております。

月 日 行事名 内 ，廿..."・ 開催場所

6月1日
広報車の巡回 水道週間のPR 市内 一 円

6月7日

6月1日 車両パレード 水道週間のPR 市内 一 円

水道週間

6月1日 (うまい水
水道事業所

懸 重 幕 いつでも
6月7日 どこでも

庁 舎

蛇口から)

七和、長橋
標準家庭の水道料

地区
金表 ・給水引込工

6月1日
水道加入促進

事費概算 ・指定工 七和 ・長橋
事業者の名簿の配

キャンペーン
布

工事安全
水道工事の

パトロール
安全確保 市内一円

6月3日
無届工事の防止

2級配管技工 日水協県支部受験 水道事業所
実技講習会 対応の講習 庁舎前

o水道事業所中央 水道事業所

6月1日 庁舎及び
管理センター

中央管理
施設の開放

水のギャラリー
センター6月7日 (ゆらぎのオアシス)

o飯詰浄水場 飯詰浄水揚

5月30日 簡易水道水質
七和 ・長僑地区に

検査
ある簡易水道水質 七和・長僑

6月10日 検査の実施

じ>問い合わせ (水道事業所) 宮 34-9111 

電力ケーブル埋設工事に
ご協力ください

東北電力五所川原営業所では、ふるさと交流

圏民センターへの電気を供給するため、五所川

原駅前の交差点、(旧ロータリー)の電力ケーブ

ノレを地下に埋設する工事を実施します。

工事期聞は片側交E交通となり、交通渋滞な

どが予想されますので、ご協力をお願いします。

1. 期間平成6年 5 月 23日(月 )~6 月 10日(金)

なお、日曜日の夜間および月曜日の早

朝は工事を休止します。

2.時間帯 21時~翌日 6時

3.交通規制 片側交互交通

4.場所 ]R駅前の交差点(旧ロータリー)

「 身体障害者の i 

」一巡回診査を行いますJ
対 象 者

①身体障害者手帳の交付を受けるため、診査を

必要とするみ

② 障 害 の 程 度 に 変 化 が あ り 、 等 級 の 変 更 を 必 要

とする)i

③ 補 装 具 の 交 付 、 修 理 を 必 要 と す る 方

④その他、身体障害者で生活 ・医療 ・施設入所

等のキ11談を希望する方

診査科目及び日程・場所

。 視党 障害 6月 3日(金) 働く婦人の家

0内部障害 6月 14日(火) 働く婦人の家

0聴党障害 6月29日(水) 中央公民館

。肢体不自由 7月 27日(水) 中央公民館

受付時間 各科とも午前8時30分~午前11時まで

注意すること

o脳卒中等による障害の方は、発病後 3ヵ月以

上経過していること

0 内 部 障 害 は 、 心 臓 ・呼 吸 器 障 害 の み

o視覚障害は、視野障害を除く

0聴覚障害は、平衡機能障害を含む

受診者の持参資料

0健康保険証

0身体障害者手帳(所持者のみ)

0心臓・呼吸器機能障害者は、胸部レントゲン写真

※問い合わせ先 市 福 祉 事 務 所 福 祉 課 福 祉 係

宮 35-2111 内線371

固定資産税の基準地等を
公開します

平成 6年度固定資産税の基準地及び

標準地を公開しておりますので希望者

は閲覧してください。

場所 市役所 3階税務謀

時間 午前 9時から午後 4時まで

ナイターソフトテニス(軟式)参加者募集I

対象 経験者の男女(年齢は問わず中高校生でも可)

期間 5月下旬から10月下 旬ま での 毎週 、火 ・

金曜日 (45回)

時間 午後 7時から午後 9時

場所 飯詰屋外テニスコート(飯詰郵便局の裏)

費用等 詳細については問い合わせください。

申し込み及び問い合わせ先

ナイターテニス事務局 宮 37-3231 

締め切り日 随 時 受 付 し ま す

*上記のグループ以外でも月 ・水 ・木曜日は使用可能

です。その場合は 1週間前までに予約してください《
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トイレ完成 
車イス等の人が利用しやすい、 身体

障害者用トイレが、市役所 2階の、女

子ートイレのとなりに完成しました。 

「イ主みよい福ネ止のまちづく り」事業

の一環としてすすめているもので、 4 
月15日から供用を開始しーています。 

新しい図書が入りました 市立図書館 
本を借’りるのも、 中で見るのもJ無料の図書館

へいらっしゃいませんか？ 

1人 3 冊10日間の貸出です。初めての方は、 

本人を証明するもの（保険証・免許証など）を

お持ちください。 

また、読書会を作っての貸出もできます。10  

人位のグルーブで3O-50冊、1カ月の貸出です。 

詳しいことや申し込み方法などは、市立図書 

館へお問い合わせください。 

雪 34 - 4 3 3 4 
月曜日・祝祭日・月末日は休館です。 

開館時間 午前9時30分～午後 5時30分 

書 	名 著 者 名 書 	名 著 者 名 

あおもり彩時紀行 山 谷 芳 弘 夏 目 瀬 石 全 集 夏 目 瀬 石 

岩波講座日本の歴史 岩 波 書 店 菊 池 寛 全 集 菊 池 	寛 

虚妄の東北王朝 ビ美
 
“

典
 

安
 
本
 

み み ず く 手 帳 鳥 海 	渡 

青森県農村今昔 秋 田 義 信 一九三四年冬一乱歩 
か
光
 

“彦
 

久
 
世
 

津 軽 ご だ ぐ 帳 陸奥新報社 姥 	勝 	手 田 辺 聖 子 

津 軽 ・ 太 宰 治 
笠
 
？

功原
  

あおもり文芸散歩 北 の 	会 

津軽海峡死景色 辻
 

マ首
〈
 

＼
先
 

服 	部 	半 	蔵 戸 部 新十郎 

青森県 う た草紙 中 村 キ ネ 恋 愛 の 迷 信 「
康
 

秋
 
元
 平成6年度 手話講習会 

受講者 聴覚障害者の福祉に理解と熱意を有し、 

将来手話奉仕員、手話通訳者及び聴覚障 

害者との交流を希望する方。 

講習内容 初級及び中級コース 

(1）手話と指文字と起源と解説 （2）聴覚障害 

者の福祉と現】伏 (3）聴覚障害者の教育 

(4）聴覚障害者との交I荒 (5）そのI也 

会場 五所川原市中央公民館 

時間 午後 6時30分から8 時まて二 

問い合わせ （ 7月以降の日程等） 

山田 勝彦 ”・FAX 35 一 6762 
一戸千加子一 合 35 - 6904 
工藤 朱美 FAX 29-3729 

受講料 無料（但し、テキスト代として初級600円必要です。） 

回数 月 	日 講 習 内 容 

1 6月1日 開講式；・手話解説 

2 8 日 実技指 i尊 

3 15日 万 

4 22日 I, 

5 29日 ,, 

9 平成 6年5月15日 

新しい図書が入りました 市立図書館

本を千lfりるのも、中で凡るのも無料の凶，1}=tl'Fi
へ い らっ しゃいませんかっ

1人 3冊 10Fl川の貸山です。 初めての ノJは、

本人を証明するもの(保険証 ・免許証など)を

お持ち ください。

また、読il}会を作つて の貸出もできます。 10

書 名 著者名

あおも り 彩 時 紀行 山谷 芳弘

揖波講座日本の歴史 岩波書庖

ピ ァン

虚妄の東北王朝 安本美典

青森県農村今昔 秋田義信

津軽ごだぐ帳 陸奥新報社

イサオ

津軽 ・ 太 宰治 小笠原 功

マ サキ

津軽海峡死景 色 辻 真先

青森県うた草紙 中村キネ

|平成6年度手話講習会
受講者 聴覚障害者の福祉に理解と熱意を桁し、

将来手話奉仕員、手話通訳者及びIU~~党院

持者との交流を希望する方。

講習内容 初級及び中級コース

(1)手話と指文字と起源と角平説 (2) 聴党障害

者の福祉 と現状 (3) 聴覚障存者の教育

(4) 聴覚障干存者との交流 (5) その他

会場 五所川原市中央公民館

時間 午後 6時 30分から 8時まで

問い合わせ (7月以降の rl程等)

山田勝彦 君・ FAX35 -6762 

一戸千加子 宮 35 -6904 

工藤朱美 FAX29 -3729 

受講料 無料(但し、テキスト代として初級600円必要です。)

回数 月 日 きロJ1，宇F 習 F人] 言ヰ

1 6月 1日 I~FJ諸式 ・ 手話解説

2 8口 失:技桁必:

3 15日 " 
4 22日 " 
5 29日 " 」 一一

9 平成6年5月日

人位のグノレープで30~50冊、 1 ヵ月の貸出です。

詳しいことやI-jlし 込 み 方 法 な ど は 、 市 立 凶iri==

t!Fiへ お 問JlI、合わせください。

宮 34-4334

刀 雌 円 ・祝 祭 仁l・ 月 末 日 は 休 館 で す。

13f.J館時nn 午前 9f1寺30分~午後 5時 30分

書 名 著者名

夏目激石全集 夏 目 j軟石

菊 池 寛 二p乞、 集 菊池 寛

みみずく手帳 鳥海 渡

テJレ ヒコ

一九三四年冬一乱歩 久世光彦

姥 勝 手 田辺聖子

あおもり文芸散歩 北 の tヨミ』

月日

恋

音日 半 蔵 戸部新十郎

ヤスシ

2友~ の 迷 秋元 康

f体障害者用
滋 トイレ完成

11工イス等の人が利用しやすい、身体

障有者用トイレが、市役所 21併の、女

子トイレのとなりに完成しました。

「イ主みよい福祉のまちづくり」事業

の 一 環としてすすめているもので、 4

月 15円から供用を開始しています。



6月の保健センター相談日 

'I 

※ 尚、 5月から相談日の曜日が金曜日から水 

曜日に変わりますのでご注意ください。 

〈問い合わせ・連絡先〉 

市保健環境課健康推進係 内線268・272 

自衛官募集 
一般・技術幹部候補生、 医師・歯科・薬剤科

幹部候補生及び医科」・歯科幹部自衛官を募集。 

種 	目 応 募 資 格 受付期間 
第 1 次 
試 	験 

一般・技術
幹部候補生 

平成7年4月1日現在 
22歳以上26歳未満の 
大学卒業程度の学力 

平成6年 
5月 9 日 

5 
6月17日 

平成6年 
6月25日 

、 
6月26日 を有する者 

医科・歯科 
・薬剤科幹
部候補生 

平成7年4月1日現在
医科・歯科幹部候補
生は24歳以上30歳未

満 
薬剤科幹部候補生は 
22歳以上26歳未満の
専門の大卒（見込） 
の者 

平成6年 
6月 1日 

、 
7 月15日 

平成6年 
7月28日 

医科・歯科
幹部自衛官 

日本国籍を有し医師 
免許又は歯科医師免 
許を取得している者 

平成6年 
5月 9 日 

、 
6月10日 

平
6
 

成
月
 

6
1
9
 

年
日
 

問い合わせ 市民課（内線262）又は自衛隊青森

地方連絡部 五所川原募集事務所雪35 - 2305 

種 別 開 設 日 内 	容 

母と子の

木目談日 

第1・第 3（水） 

6月1日・15日 

10時～12時 

13時～15時 

（第3 の午後は

予糸勺相談です） 

乳児・幼児の発

達相談、育児の

相談、お母さん

の悩み、ごと相談

など 

J戎人の

相談日 

第 2・第 4（水） 

6月 8 日・22日 

10時～12時 

13時～15時 

（第4 の午後は

予糸勺相談です） 

血圧の相診乏、食 

事の相診乏、心身

でご心配なこと

など 

虫送り市民総合健診のおしらせ 
今年も、各種健診が一度にできる総合健診を 	一特に40歳になられノた方へ＝＝ 今年は、市制

実施します。健診対象世帯には、 申し込み書を 施行40周年です。 

送ります。 	 40歳の記念に健診を受けてみませんか。 

基本健康 

診 	査 

肺がん・

結核検診 

よ
刀
 

胃
検
 
ん

診
 

大腸がん 

検 	診 

子宮がん 

検 	診 

乳がん・
甲状腺 

実施場所 働く婦人の家・保健センター（新町） 

検 	診 実施月日 1
8
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検診項目 問 	診 

身長・体 

重測定

血圧測定

尿検査

心電図

眼底検査

血液検査

匡師診察 

胸部エッ

クス線撮

影 

略疲検査 

（必要な 

方のみ） 

胃エック

ス線撮影 

（透視） 

便潜血反

応検査 

（事前に

採便用

具を送

付し， 

検診日

に持参 

する） 

頚部及び

体部検診 

視、触診

でチエッ

ク 

受付時間 午前 7時～9時（子宮がん、乳がん、 

甲状腺検診の受付は正午～12時30分も

受け付けます） 

申し込み 
期 	間 

6月1日（水）~15日（水） 

対 	象 40歳以上の男女 

(S30. 3.31まで生まれた方） 

3(〕歳以上の女性 

(S40. 3.31まで

生まれた方） 

健診を希望される方は、総合健診申し込み書に
記入のうえ、市役所保健環境課、各支所又は、地
区の保健協力員へお届けください。 

電話でのお申し込みは間違いのもとになります
のでご遠慮ください。 

募集人員 2,400名 2,000名 

料
 

金
 

国保 無 料 400円 600円 300円 無 料 300円 〇注意（1)H6年4月から市内の医療機関でミニ二

ドック（基本健診）、子宮がん・乳がんの個別検
診を受けた方は、同じ種類の検診は集団では受 

けられません。 	(2）全部の種類の検診を受ける 
ことが原則ですが都合のある方は選択も可能です。 

問い合わせ 保健環境課 内線268' 272 

その他 無 料 400円 1,000円 300円 1,000円 300円 

70歳以上の方、生活保護世帯の方、市民税非課税世帯の方は 

無料です。 

平成 6年5月15日 10 
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種別 日目 設 Il 内 %でA干;::

第 1・第 3(ノ'k)
乳児 ・幼児の発

6月 1日・151l
達十11談、育児の

舟と子の 10時~12 11寺
相 談、お母さん

キtjl!:炎円 13時~15時
の悩みととキけ談

(第 3の 午後は
など

予約相 談です)

第 2・第 4(水)

6月 81-1・2211 JIIl任 の相 談、食

成人の 10時~12時 :J;:のキ1-1談、心身

相 談 |弓 1 3時~15時 でご心配なこと

(第 4の午後は など

予約相 談です)

予約相談は随時、'?Il話で受けイ、jけます。

※ 尚、 5月から相 談 1-1の IlNI-1が金 曜 11から水

曜日に変わりますのでご注意ください。

〈問い合わせ・連絡先〉

市保健環境課健風土推進係 内線268・272

( 自 衛 官 募 集 I 
一般 ・技術幹部候補生、医師 ・商科・柴斉IJ科

幹部候補生及び医科・歯科幹部向衛宵'を説集。

稜 目 応必資格 受付期間 tfi ] 次
試 験

平成7年4月1F1現在 平成6年 平成6年
一般 ・技術 22歳以上26歳未満の 5月 9FI 6月25t:l
幹部候補生 大学卒業程度の学力

を有する者 6月17FI 6月26FI 

平成7"1三4月1t:l現在
医科 ・歯科幹部候補

医科 ・歯科
生は24歳以上30歳未 平成6年

-薬剤l科幹
1前 6月 1日 平成月 6{J 
薬剤l科幹部候補生は 7 Jii81i I 

部候補生
22歳以上26歳未満の 7月15H

専門の大卒(凡込)
の者

医科 ・歯科 日本国絡を有し|実師 平成月6年

幹部自衛恰 免許又は歯科医師免
5Jl9F1 平成月6 '4: 

6 FJl911 
討を取得している者 6月1011

問 い 合 わ せ 市民課(内線262)Xは内衛隊汗一森

地 方連絡音11 :'1王所)1出〈非集中務所宮 35-2305 

トー虫送り市民総合健診のおしらせ 1 
今年 も、各種健診が一度にできる総介健診を

実施します。健診対象枇怖には、 qlし込み詐を

送ります。

=特に40燥 に な ら れ た 方へ= 今年は、市制

施行40周年です。

40歳の記念に健診を受けてみませんか。

基本健康 肺がん ・ 円が /ν 大腸がん 子宮がん 手しがん ・ 笑施場所 倒lく婦人の家・保健センター(新聞n
甲状腺

君ログ、 オiムヲ= 結核検診 検 診 検診 検 討ロヨ、シ 検診 実施月 I1 8 月 16 日(火)、 17 日(水)、 181~ (木)

19日(金)

検診項目 民司 き目3品〆 胸部エツ 胃エック 便潜血反 頚ifll及び 視、触診 9月5日(月). 6日(火)、 711(水)

身長 ・体 クス線撮 ス線鍛影 応検査 {本部検診 で、チェッ 8日(木)‘ 9日(金)

重視Ij定 影 (透視) (Jj司有に ク
10月17日(月上 18日(火)、 19日(水)

血圧測定 R客疾検査 採便月J
20日(木)、 21日(金)

尿検査 (必要な 具を送
11月28日(月上 29日(火)、 30日(水)

12月1日(木)、 2n (金)
心電図 方のみ) 十lし、
眼底検査 検診1-1 受付時間 午前 7 時~9時(子宮がん、乳がん、

血液検査 に持参
中状腺検診の受付はH二午~12日寺30分も

医師診察 する)
受け付けます)

期申し込み間 6月 1n (水)~15n (水)

対 象 40歳以上の男女 30歳以上の久性

(S30. 3.31まで生まれた方) (S40. 3 .31まで 健診を希望される方は、総合健診 rp し込み、r~に

生まれた方) 記入のうえ、 rli役所保健環境謀、各支所又は、地

区の保健協力員へお届けください。

募集人員 2，400名 2，000名 電話でのお司lし込みは間違いのもとになります

のでご遠慮ください。

国保 無 料 400P:j 600P:j 300 pj 無料 300円 0 注意 (1)H6年4月から市内の医療機関でミニ
料 ドック(基本健診)、子宮がん ・乳がんの個別検

その他 無 料 400P:j 1，000円 300円 1，OOOP:j 300円 診を受けた方は、同じ種類の検診は集団では受

けられません。 (2)全部の種類の検診を受ける
金 70歳以上の方、生活保護世帯の方、市民税非諜税世帯の方は ことが原則ですが都合のある方は選択も可能です。

無料です。 問い合わせ 保健環境課内線268・272

平成6年 5JH5日 10 
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&3 月皐肖 

市役所公35-ユ111 /  

響島する健康相談室へどうぞ 
ン内容 血圧相談、病気の相談、心の相談 

健康についてのお話し 

D料金 無料一 

＞持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 

保健婦が相言炎に応じます 

開 催 場所 開催月日 開催時間 おはなしのテーマと時間 

幾島町集会所 
5月25日 
（水） 

10: 00 
5 

12: 00 

馬性集会所 
5月25日 
（水） 

10: 00 
5 

ii: 30 

さわ」やかな朝をむかえ
るために～自律訓練法
を覚えましよう～ 

(10: OO---i0 】 30) 

種井集会所 
5月25日 
（水） 

10: 30 
5 

12 : 00 

コミュニテイ

センター栄 
5月26日 
（木） 

子供の相談 10 : 00'--12 : 00 
成人病の相談 13 】 00'-14 】 00 

長富 
消防センター 

5月26日 
（木） 

10 : 30 
、 

12 : 00 

血のめぐりが良くなる 
はっらっ体操, 

(11 : 30--J2 : 00) 

旭町集会所 
5月30日 
（月） 

10: 30 
5 

12: 00 

豊成公民館 
5月31日 
（火） 

13: 00 
、 

14 : 30 

おいしいって言えるた
めに大切な“歯” 

(14 : 00'-14 : 30) 

錦町集会所 
6月1日 
（水） 

3
 
0
 
0
 
0
 

 

9
 
1
2
 

 

おいしいって言えるた
めに大切な“歯” 

(11 : 40-J2 : 00) 

コミュニテイ
センター中川 

6月 6 日 
（月） 

‘
・

‘
、
J

・
《
  

1
 
1
 
0
 

2
 
3
 
0
 
0
 
0
 

 

田川集会所 
6月 7 日 
（火） 

10 : 30 
5 

12 : 00 

平町公民館 
6月 7 日 
（火） 

13: 00 
5 

15: 00 

気持ちの持ち方とガン
予防 

(14 : 30'-45 : 00) 

福山公民館 
6月 8 日 
（水） 

13: 00 
5 

14: 00 

おいしいって言えるた
めに大切な“歯” 

(13 : 45-44 : 00) 

新宮集会所 
6月 9 日 
（木） 

13: 30 
5 

14 : 30 

中崎 
保健協力員 

（成田葉子）宅 

6月 9 日 
（木） 

10 : 30 
、 

12 : 00 

おいしいって言えるた 
めに大切な“歯” 

(11 : 30-42 】 00) 

11 平成6年5月15日 

小林航也ちゃん・将也ちゃん 

母・朱美さん 時々物を取り合ったりする

けど、 とても仲がいいです。 2人とも元気なの

で、 このまま健康で、人に迷惑をかけないよう

な人になってほしいですね。 

す く す く 健診 
>場所 市保健センター（新町バス停前）レ時間受付 

12: 30から健診12 : 45から15 : 00までの予定 レ持参

するもの 母子健康手帳、バスタオル。 3歳児には個

人通知いたします。同封のアンケートに記入して、尿

を小ビンに入れて持参ください。※注意① 3 カ月健診

に来れなかった方は、神経芽細胞腫（小児がん）の検査

セットを、母子健康手帳を持参のうえ保健環境課窓口

にもらいにきてください。②病気療養中（特に伝染性 

の病気）のお子さんはご遠慮ください。 	， 

月 齢 対象児 期 日 主 な 内 容 

3カ月児 
H6年 

2月生まれ 

H6年 
6月14日 
（火） 

小児科診察、神経芽
細胞腫セット配布、 
育児情報交換等 

6カ月児 
H5年 

11月生まれ 

6月21日 

（火） 

離乳食の試食 

発達相談等 

1 歳児 
H5年 

5月生まれ 

6月27日 

（月） 

育児情報交換 

発達相談等 

1歳 

6カ月児 

H4年 

12月生まれ 

6月28日 

（火） 

小児科・歯科診察
丈夫な歯と顎になる
ためのお話 

3 歳児 
H2年 

12月生まれ 

6月16日 

（木） 

小児科・歯科診察 
尿検査 
視聴覚検査等 

歯” 	 乳幼児の発達や育児、悩みごとは保健センター“母 
2 : 00） 	 と子の相談日（第1.3金曜日）” も御利用くださレ、。 

保健環境課 内線268・272 

方月さ皐

市役所宮35-2司官官

監盤騒覇庭3EiZiEE樋~田E図
じ〉内容 血圧 相談、病気 の相談、心の相談

健康につ いてのお話し

b料金 無料

じ>持参するもの 健康手帳(お持ちの方)

保健婦が相談に応じます

開 催 場所 開1m月日 開催時間 おはなしのテーマと時間

5月25日 10・00
幾島町集会所

(水) 12: 00 

5月25日 10 : 00 さわやかな13Ll1をむかえ

馬性集会所 るために~ 律0フ訓へ3練 法
(水) を:覚(1えまし ょ

11 : 30 0: 00-10 : 30) 

5月25日 10: 30 
種井集会所

(水) 12: 00 

コミユニアイ 5月26日 子供の相談 10・00-12:00 
セ ンタ一栄 (木) 成人病の相談 13:00-14 : 00 

長富 5月26日 10 : 30 血のめぐ体り操が良くなる

消防センター (木)
はつらつ P 

12: 00 (11 : 30-12 : 00) 

5月30日 10: 30 
旭町集会所

(月) 12: 00 

5月31日 13: 00 おいしいって歯言"えるた
豊成公民館

(火) めに大4切0な“
14: 30 (14: 00-14: 30) 

6月1日 9 : 30 おいしいって歯盲えるた
錦町集 会所

(水)
めに大切な‘

12: 00 (11 : 40~ 12 : 00) 

コ ミユニアイ 6月6日 10・30

センター中川 (月) 12: 00 

6月7日 10: 30 
田川集会所

(火) 12: 00 

6月7日 13: 00 気予持防(14 ちの持ち方とガン
平町公民館

(火) 15・00 30~15: 00) 

6月8日 13: 00 おいしいって言歯えるた
福山公民館

(水)
めに大切な‘

14: 00 (13 : 45~ 14 : 00) 

6月9日 13 : 30 
新宮集 会所

(木) 14: 30 

中(成崎保田健葉協子力)員宅
6月9日 10: 30 おいしいって言歯えるた

(木)
めに大切な ‘

12: 00 (11 : 30~12 : 00) 

| のびのび袋鋤.~1 tJi

小林航也ちゃん・将也ちゃん
母・朱美さん 時々物を取り 合った りする

け ど、と て も仲がいいです 。 2人 と も元気な の

で、このま ま 健 康 で 、 人 に 迷 惑 を か け ないよう

な人 になってほしいですね。

すくすく健診 1 

じ〉場所 市保健センター(新町ノ〈ス停前)じ〉時間 受付

12: 30から健診12:45から15:00までの予定 [>持参

するもの 母子健康手帳、 パスタオノレ。 3歳児には個

人通知いたします。同封のアンケートに記入して、尿

を小ビンに入れて持参ください。※注意① 3ヵ月健診

に来れなかった方は、神経芽細胞腫(小児がん)の検査

セットを、母子健康手帳を持参のうえ保健環境課窓口

にもらいにきてください。②病気療養中(特に伝染性

の病気)のお子さんはご遠慮ください。

月 齢 対 象 児 期日 主な内容

H6年
H6年 小児科診察、神経芽

3ヵ月児 6月14日 細胞腫セット配布、
2月生まれ (火) 育児情報交換等

6ヵ月児
H5年 6月21日 離乳食の試食

11月生まれ (火) 発達相談等

1歳児
日5年 6月27日 育児情報交換

5月生まれ (月) 発達相談等

1歳 H4年 6月28日 小児科 ・歯科診察
丈夫な歯と顎になる

6ヵ月児 12月生まれ (火) ためのお話

H2年 6月16日 小児科 ・歯科診察

3歳児 尿検査
12月生まれ (木) 視聴覚検査等

乳幼児の発達や育児、悩みごとは保健センター“母

と子の相談日(第 1・3金曜日)"も御利用ください。

保健環境課内線268・27211 平成 6年5月15日
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危険物取扱者と
消防設備士の 

方へ 

0 危険物取扱者、消防設備士免状

は、10年に1回の「写真の貼替え」 

が義務イ寸けられています。該当す

る方は忘れずに手続きしてくださ

し、。 

問い合わせ先 

消防本部予防課 

（客35 - 2019 内線25・27) 

平成 6年度 

危険物の取扱作業の 
1口！カI'ー日日一十プ三註ョョ 
M、入I~I大」フ ’Qノ口丹口 

講 習 日 

6月30H （木） 

講習会場 

五所川原市中央公民館 

種 別 

給油取扱所関係 

(9 :30----12:30) 
一般取扱所関係 

(14 : OO---17 】 00) 
受付期間 

5月27日～6月 8日 

， ※申し込み書は導防署にあります。 

平成6年5月15日 12 
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講習日

6刀 30'1

講習会場

五所川原市中央公民館

手重 男IJ

給油取扱所関係

(9 : 30~ 12 : 30) 

一般取扱所関係

(14 : 00~17 : 00) 

受付期間

5月 2 7 日 ~6 月 8 日

※可lし込み舎は消防署にあります。
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0 危険物取扱者、消防設備士免状

は、10年に 1回の「写真の貼替え」
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